
 

 
 ３月２７日（水）に佐賀県伊万里市において採取された野鳥（カ

モ類）糞便１検体から、低病原性鳥インフルエンザウイルス（H7N7

亜型）が検出されました。 

 冬鳥の渡りも終わろうとしていますが、まだまだ注意が必要で

す！！ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの特定症状】 

① 同一の家きん舎内で、１日の家きんの死亡数が、遡って２１日間の平

均の死亡率の２倍以上の場合           （※設備の故障、

気温の急激な変化等の事情の場合は除く） 

② 鶏冠・肉垂等のチアノーゼ、沈うつ、産卵率の低減等を呈する場合 

③ ５羽以上の家きんがまとまって死亡、あるいはうずくまっている場合 
 

異常が認められる場合は、速やかに家畜保健衛生所ま

で連絡してください ！ 

中央家畜保健衛生所 023-686-4410 （休日・夜間共通） 

佐賀県の野鳥の糞便から低病原性鳥インフル

エンザウイルス（H7N7 亜型）が検出されました！ 

山形県中央家畜保健衛生所  

村山地域家畜畜産物衛生指導協会 

〒990-2161山形市漆山736番地 

Tel  023-686-4410 

Fax  023-686-5715 

鳥インフルエンザ対策を再徹底し、 

ウイルスの侵入を防ぎましょう。 

 飼養衛生管理基準の遵守 

 飼養家きんの異状の早期発見・通報 

 畜舎に出入りする際の手指及び靴の消毒、衣服の交換 

 農場に出入りする車両の消毒 

 野鳥・野生動物の侵入防止対策の点検 


